
動作確認とモーターの駆動
まずＶＲ１の半固定抵抗を反時計回りに回しきり、
出力パルス幅を最小にします。次に端子台のＰＷＭ
回路電源端子（＋ＬＯＧＩＣ－）に９Ｖ（ここでは
００６Ｐ電池）をつなぎます。
この状態で、マルチメータの電圧測定レンジでテス
タリードのプラスをトランジスタ（Ｑ１）のＧ（ゲー
ト）端子に、テスタリードのマイナスをＰＷＭ回路
電源端子（＋ＬＯＧＩＣ－）のマイナスに接触させ
ると０～０．５Ｖくらいの電圧を示します。
今度はＶＲ１の半固定抵抗を時計回りに回していき
ます。そうするとマルチメータの示す電圧が上がっ
ていきます。回しきると約８Ｖくらいになります。

タイマーＩＣの動作電源電圧範囲は５Ｖ～１５Ｖくらいなの
でもっと低い電源電圧でも動作しますが、ＦＥＴはゲート端子
に加わる電圧が低いと完全な導通状態にならず、接続するモー
タの大きさ（流れる電流の大きさ）によっては触れない程熱
くなることがあります（最悪の場合、壊れてしまう）。
本キットでは、トランジスタ（ＦＥＴ）のゲート端子には、
約（（ＰＷＭ回路電源電圧端子につないだ電源の電圧）－１）Ｖ
の電圧がかかります（電源９Ｖの時、約８Ｖ）。
ＦＥＴの仕様書を見るとオン抵抗とゲート電圧の関係がグラ
フ等で示されています。この情報をもとにゲート電圧を決定
します。上で述べたとおり、ゲートには（電源電圧－１）Ｖの
電圧が加わりますので、例えばゲート電圧を８Ｖとするなら
ば電源は９Ｖ必要となります。
なお、ゲート電圧を高くすればオン抵抗は小さくなりますが、
ゲート電圧の最大定格を超えてはいけません。

トランジスタ（ＦＥＴ）駆動電圧と電源電圧の関係
一度、半固定抵抗を反時計回りに回しきります。
今度はモーター（ここでは９Ｖ動作の小型模型用）
とモーター用電源（ここでは００６Ｐ電池）を用意
し、それぞれ出力（＋ＯＵＴＰＵＴ－）と電源（＋
ＰＯＷＥＲ－）の端子台に接続します。
半固定抵抗を時計回りに回していくと、それに合わ
せてモーターが回り始めます。

本キットで駆動できるモーターは、ＤＣブラシモータです。
例えばマブチモータの小型のＦＡ－１３０から中型のＲＳ－
２８０くらいが適当でしょう。これ以上の大型モーター（Ｒ
Ｓ－３８０やＲＳ－５４０）を使う場合には、取り付けるト
ランジスタ（ＦＥＴ）Ｑ１とダイオードＤ１をさらに大きな電
流を扱える品種に変えたり、発熱に対応するために放熱器を
付けるなどの対策が必要になる場合があります。

駆動できるモータ
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ツマミを左（反時計回り）に回す　　出力→低

ツマミを右（時計回り）に回す　　　出力→高

1
3

（－）マイナス

プラス（＋）

テスターリードの接触箇所

マルチメータ
電圧測定レンジ

モーターの速度を制御するにはいくつかの方法があ
りますが、本キットではＰＷＭ（パルス幅変調）を
使用しています。トランジスタをＯＮ／ＯＦＦする
スイッチとして動作させ、そのＯＮとＯＦＦの時間
の比率（１サイクルの長さに対するＯＮ時間の長さ
の比＝デューティ比）を可変することで出力電圧を
可変します。
ＯＮの時間が長くなれば出力が大きく、逆にＯＮの
時間が短くなれば出力が小さくなります。
出力パルスの周波数は、約１０ｋＨｚで、可変でき
る範囲はデューティ比で約２％から約９９％です。

理想的には０％から１００％で可変できると良いの
ですが、本回路では簡易回路のため完全にＯＦＦま
たは完全にＯＮができません。モーターの駆動やペ
ルチェ素子の出力コントロールなどをする場合には
特に問題になりませんが、ＬＥＤなどの調光に使う
と出力を絞っても完全には消灯しないなどの問題が
起きます（明るさの可変が全くできないわけではあ
りません）。

０％ ５０％ １００％

デューティ比の例

ＰＷＭ（スイッチング）方式
ＤＣモーター速度可変キット
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抵抗制御方式と比べて発熱の少ない高効率なＰＷＭ（スイッチング）方式のＤＣモーター
速度可変キットです。タイマーＩＣを使ったシンプルな回路構成で部品点数も少なく、
組み立て易いキットです。専用基板付きで説明書通りに部品を取り付けるだけで完成。
端子台付きで電源、モーターの取り付け取り外しも簡単です。モーター電源とＰＷＭ回
路の電源は別系統になっていますので、幅広い電圧に対応します。シンプルゆえに、模
型の駆動やモーターの実験、ＰＷＭの実験等、いろいろな応用が楽しめます。
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モーター

接続例

モーターは回転させたい方向により極性（＋－）が変わります。
乾電池、モーター、配線用ワイヤは別途ご用意ください。

基板外形と取り付け穴寸法

・モーター用 １Ｖ～３０Ｖ
出力パルス
・周波数 約１０ｋＨｚ
・可変範囲 約２％～約９９％
対応モーター
　ＤＣブラシモーター
　最大電流　３Ａ以下のもの

仕様
電源電圧範囲
・ＰＷＭ回路用 ７Ｖ～１５Ｖ

単位：mm

36.5
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36.5

3.2 x4



組立手順
１．抵抗を取り付けます 抵抗のリード（足）を、基板の取り付け箇所（Ｒ１，

Ｒ２，Ｒ３）の穴間隔に合わせて曲げます。
曲げたら取り付け箇所に挿入します。
ハンダ面（基板裏面）からリードとランド（ドーナッ
ツ状のパターン）をハンダ付けします。
ハンダ付けしたら、余分なリードをニッパーで切断
します。
余分なリードを上と同様に加工し、Ｊ１に取り付け
ます。

２．ダイオードを取り付けます １の抵抗と同様に、整流ダイオード（黒色のダイオー
ド）を、基板の取り付け箇所（Ｄ１）にハンダ付け
します。
また、小信号スイッチングダイオード（ガラスパッ
ケージのダイオード）をＤ２，Ｄ３にそれぞれハン
ダ付けします。

３．セラミックコンデンサを取り付けます 青色で丸みを帯びた形状をしています。
取り付け箇所は、Ｃ１が１０００ｐＦ（１０２と印
字）、Ｃ２とＣ４が０．１μＦ（１０４と印字）です。
特に足の加工無しにそのまま挿入できます。

ダイオード本体に印刷されている線と基板上の回路記号の線
を合わせて取り付けます。

向きに気を付けて！

向きを合わせる

セラミックコンデンサには容量値が印字されていますが、文
字が小さく読み間違いやすいので良く確認しましょう。

印字が少し見づらいかもしれません
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４．ソケットとボリュームを取り付けます
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印字に注意

８ピンのＩＣソケットと半固定抵抗（ボリューム）
を取り付けます。ＩＣソケットは切欠けを基板の印
字に合わせて取り付けます。

切欠けを合わせる

組立手順（続き）
５．電解コンデンサと端子台を取り付けます 電解コンデンサ（黒色で円筒状の部品）をＣ３に取

り付けます。白線で印字されている側にあるリード
がマイナスで、その逆側にあるリードがプラスです。
基板上の印字（＋）にプラス側リードを合わせます。
端子台は予め連結してから、基板端側に電線を挿し
込む面が来るように取り付けます。

６．トランジスタとＩＣを取り付けます Ｑ１にトランジスタ（黒色３本リードの部品）、ＩＣ
ソケットにタイマーＩＣを取り付けます。それぞれ
極性がありますので、取り付け向きに気を付けま
しょう。
購入時、ＩＣのリードはハの字型に広がっています
ので、ソケットに刺さる様に広がりを調整します。

ＩＣやトランジスタを触る時には特に静電気に注意しましょ
う。加湿したり、予め放電する等の対策をすると安心です。

静電気に注意！
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電解コンデンサには極性があります。逆に取り付けたまま通
電すると破裂する場合があります。十分に注意しましょう。

向きに気を付けて！
溝にツメを挿し込んで
連結させます。
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丸い窪みの位置を合わせて
ソケットに取り付けます

Ｒ１　　４７Ω １／８Ｗ　　　　黄紫黒金
Ｒ２　　１００ｋΩ １／８Ｗ　　茶黒黄金
Ｒ３　　１ｋΩ １／８Ｗ　　　　茶黒赤金
Ｃ１　　１０００ｐＦ５０Ｖ　　１０２
Ｃ２　　０．１μＦ５０Ｖ　　　１０４
Ｃ３　　１００μＦ２５Ｖ以上
Ｃ４　　０．１μＦ５０Ｖ　　　１０４
Ｄ１　　１Ｎ４００７
Ｄ２　　１Ｎ４１４８
Ｄ３　　
ＣＮ１　端子台
ＣＮ２　（ターミナルブロック）
ＣＮ３
Ｕ１　　ＩＣソケット

タイマーＩＣ NJM555
Ｑ１　　トランジスタ TK40E06N1 
ＶＲ１　ツマミ付き半固定抵抗　１０４

１００ｋΩ

部品表

｝ ①②③④

抵抗器のカラーコード 黒茶赤橙黄緑青紫灰白
０１２３４５６７８９

（①②）×１０③　±④
例）茶黒赤金
　　茶→１　黒→０　赤→２　金→±５％
　（１０）×１０２＝１０×１００＝１０００Ω→１ｋΩ
茶黒赤金　→　１ｋΩ　±５％誤差品

金
±５％

銀
±1 0％

誤差

④は、線幅が若干太くなっています

こちらの面が正面
です（型番が印字
されています）。

本紙ではモーター電源においても９Ｖの角型乾電池を使用しましたが、モーターによってはこれでは不足する場合もあります。
より出力の大きい電源を用意する必要が出てきますが、その際にはヒューズ（繰り返し使用できるリセッタブルヒューズが便利
です）を追加（電源のプラスと端子台のプラスとの接続の間に挿入）するなどの安全対策をお願いします。

安全のために

端子台（ターミナルブロック）は、上部のネジを反時計回りに回してバネを緩め、
側面の穴に接続するビニル線（先端の被覆を剥いた状態）を挿し込み、
最後にネジを今度は逆に時計回りに回すことで線を固定できます。
本キットでは、２端子品が３つの場合と、３端子品が２つの場合があります。
どちらも連結して６端子として連結して使用します。

トランジスタ（ＦＥＴ）は、TK40E06N1 が付属しています。
耐圧は６０Ｖですが、あくまで最大定格かつ理想的な条件における値なので、
実際には安全を考慮して半分くらいで使うと良いでしょう。
電流値においては周辺温度や放熱器の有無により変わりますが、２Ａくら
いであれば放熱器なしでも良い場合が多いでしょう。
さらにＯＮ抵抗（ゲート端子に十分な電圧が加わった状態でのソース端子とド
レイン端子の間の抵抗値）の低いＦＥＴに交換すれば発熱が少なくなるので、
より大きな電流を流すことができます。
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